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   An 82-year-old man with microhematuria nd class V cells in his urinary cytologic specimen was 
referred to our clinic. Cystoscopy revealed a solid, broad-based tumor of 1 cm in diameter in the blad-
der diverticulum. A partial cystectomy was performed. The tumor was composed of transitional cell 
carcinoma (TCC), sarcomatous spindle cells and the area of transition between TCC and spindle cells. 
The histopathological diagnosis was sarcomatoid carcinoma. Immunohistochemical examination 
showed that the spindle cells and the area of transition were positive for keratin, cytokeratin, vimentin 
and muscle actin. The histopathological nd immunohistochemical transitions between the TCC and 
the spindle cells suggested that the sarcomatous elements originated from the TCC during tumor 
progression. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 673-677, 1997) 
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　 肉腫様癌は移行上皮癌,扁 平上皮癌,腺 癌などの上





























入 院時現症:体 格,栄 養状態 中等度.理 学 的所 見で
は,左 陰嚢水腫以外異常 を認 めなか った.
入 院 時一 般検 査:検 尿で は タンパ ク1+,潜 血 正
+,一 般血液検査 では軽度 の貧血 と腎機 能低下 を認 め
た.尿 細胞診,classV.
画 像診 断:下 腹 部CTで は,膀 胱 鏡 と同様 膀胱頂
部付 近の憩室内 に直径lcmの 非 乳頭 状広基性 の腫瘍
を認 め たが,リ ンパ 節 の腫 大 は認 め なか った(Fig.
1).DIPで上部尿 路 に異 常 を認 めず,胸 部X線 や上























いは充実性に配列 した大小不同の核 を有す る異型性の




かな骨肉腫,軟 骨肉腫,横 紋筋肉腫などの成分 はみら
れなかった.紡錘形細胞は薄い膀胱憩室壁へ著 しく浸






フ ィ ン 包 埋 標 本 を 用 い,2μmの 切 片 を 作 製 し た.脱





patts社の 一 次 抗 体(Tablel)を 用 い たlabelled
streptoavidinbiotine法(LSAB法)によ る 免 疫 染 色
を行 っ た.な お 染 色 に 際 し 抗 原 性 を 賦 活 化 さ せ る た め
に,keratin,cytokeratin,CK8,CKl9,EMA,
vimentinに対 し て はtrypsin処理 を,CK17お よ び
CK18に 対 して はmicrowave処理 を 施 し た.Fig.3,
Fig.4にkeratinおよ びmuscleactinの移 行 上 皮 癌,
移 行 像,紡 錘 形 細 胞 に お け る 染 色 性 を 示 し た.各 マ ー
カ ー の 染 色 性 を,一:全 く 染 色 性 を 示 さ な い も の,
+:腫 瘍 細 胞 は 部 分 的 に 染 色 さ れ て お り 陽 性 と 考 え ら
れ る も の,+:腫 瘍 細 胞 が 全 体 的 に 染 色 さ れ て い る も
の,+:腫 瘍 細 胞 が 全 体 的 に か つ 著 し く染 色 さ れ て い
















































































上皮性 の成 分 と肉腫 様の成分が混在 した悪性腫瘍 お
よ びそ の境 界 領 域 の疾 患 に は,肉 腫 様 癌,spindle
cellcarcinoma,癌肉腫,悪 性 中胚 葉 性 混 合腫 瘍,
carcinomawithpseudsarcomatousstromalreaction














ら,Youngは肉腫様癌 と癌 肉腫 とは光顕 レベ ルで区
別可 能 であ る と述 べ てい る17'18)ただ し膀胱癌 取扱
い規約(第2版)で は,悪 性上皮性成分 に混在 した肉
腫様 の成分 は ときに軟骨 肉腫や骨 肉腫へ の分化 を伴 う
とされてお り,肉 腫様癌 と癌 肉腫 は同一疾患であ ると
の立場 が取 られて い る19)この よ うにこれ らの疾 患
に対す る用語 や病理組織学 的診断基準 にはい まだ に混
乱がみ られるのが現状 であ り,統 一 に向 けた今後の検
討が重要 である.そ の他 肉腫様癌 と区別 しなけれ ばな
らな い病 変 と してcarcinomawithpseudosarcoma-
tousstromalreactionが挙げ られ るが,本 疾患 は間質
が炎症細胞 の浸潤 を伴 う炎症性 の所見 を呈 し悪性腫瘍
と しての 診 断 基準 を満 た さな い こ と よ り区別 され
る16)また特 に表 層 の悪 性上 皮性成 分が脱 落 した と
きには,紡 錘形 の細胞 より構成 され る横紋筋肉腫,平
滑筋肉腫,神 経線維 肉腫,悪 性黒色腫,悪 性線維性 組
織球腫 な どとの鑑別が 困難 になるこ ともあ る1・6・17)
この ように病理組織学的診断 に困難の伴 う肉腫様 癌
に対 し,免 疫 組 織 化 学 の 有 用 性 が 指 摘 され て い
る3'20)Cytokeratin,vimentin,actin,desminな
どのcytoskeletonを構 成 す るpolypeptideは種 々の
腫瘍 において特徴 ある発現 を示すため,こ れ らの蛋白
に対 するポ リクローナルあ るい はモ ノクローナル抗 体
を用 いた肉腫様癌 に対す る免疫組織化学的検索は,特
に紡錘形細胞 の性質 を明 らか に して他の間葉系腫瘍 と
の鑑 別診 断を行 うこ とがで き,ま た組織発生 を推定す
るこ とも可能 とされてい る20)そ こで われわれ も本
症例 に対 してTable1に示す12種類 の抗 体 を用 いた
免疫 組織化学 的検 討 を行 った.Keratinは腫瘍 が上皮
性 の性格 を有す るか否 か を検索 す るの に有用 なマー
カーであ り,本 症例 において は移行上皮癌 は強陽性 で
あ り,移 行像 および紡錘形細胞の部位 も陽性であ った
が染色性 が徐 々に低下 してお り,紡 錘形細胞へ と分化
するに したが って上皮性の性格が失われつつある もの
と考 え られた.Cytokeratinは分 子量や免疫反応性 に
よって現在20種類 のsubtypeに分 け られ てい る上 皮
組織 マーカーであ り,各 腫瘍 によってその発現 様式 が
異 な っているが,移 行上皮癌で はCK4,CK7,CK
8,CKlO,CKl3,CKl4,CKl6,CKl7,CK
18,CKI9が認 め られ ると され てい る21～24>Cyto-
keratinに対 して はい くつ かのsubtypcと反 応 す る
widerangeの抗体 を2種 類用 い たが,そ の染 色性 も
keratinとほぼ 同様 で あった.CK8は 移行 上皮癌 に
も認 められる とされてお り本症例で もよ く染色 されて
いたが,移 行像 や紡錘形 細胞 におい ては染色 されな
かっ た.CK10は 扁 平 上 皮 の マ ー カー と され て お
り23),本症例 で は移 行 上 皮 癌 の最 表 層 のい わ ゆ る
umbrellacel1におい て のみ 認 め られ た.CKl7で
は,腫 瘍 の各部位がすべて ほぼ同程度に染色 されてお
り,本 症例 では紡 錘形細胞 におい て もkcratinや
cytokeratinと同様に上皮性腫瘍 としての性格が保持
されていることを示 していた.CK19や 同様 に上皮
組織マーカーであるEMAは,移 行上皮癌 の部位の













































中尾 ほか:膀胱 ・肉腫様癌 677
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